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剰余金の配当に関するお知らせ 

 

 当社は本日開催した取締役会において、平成 30 年３月期の１株当たりの期末配当金について、直近の

配当予想から１株当たり 10 円増額し、下記のとおり提案することを決議しましたのでお知らせいたしま

す。本件は、本年６月 20 日に開催予定の第 131 期定時株主総会の決議を経て実施する予定です。 

 

記 

 
１. 配当の内容 

 決定額 直近の配当予想 

(平成30年１月31日発表) 

前期実績 

（平成 29 年３月期） 

基準日 平成 30 年３月 31 日 同左 平成 29 年３月 31 日 

１株当たり配当金 30 円 20 円 ０円 

配当金の総額 5,087 百万円 - - 

効力発生日 平成 30 年６月 21 日 - - 

配当原資 利益剰余金 - - 

 

２. 理由 

当社は、株主の皆様への安定的な利益還元を経営上の最重要課題の一つとして位置付け、連結配当性向

25％を目安とし、業績の見通し等を総合的に勘案し利益配分を決定しております。回復基調にある海運市

況と構造改革の諸施策により業績が回復してきたことを反映し、平成 30 年３月期の期末配当を一株当た

り 30 円といたします。 

 

以 上 


